
オクラのポット育苗オクラのポット育苗

オクラの播種(直播)オクラの播種(直播)

イボ

オクラは、淡黄色の清楚な花を咲かせます。オクラの花は１日花で、
早朝から開花を始め、夕方にはしぼんでしまいます。

タキイのオクラ栽培マニュアルタキイのオクラ栽培マニュアル

トンネル
露　地

作型 月

：タネまき
：生育期
：トンネル
：収穫期
：適宜播種可能

適期表記号説明

オクラの発芽

地温が低いと発芽不良（１０℃以下になるとほとんど発芽しない）を
引き起こしやすく、初期生育が遅くなり苗立枯病の被害も増えます。
直播の場合は早めにマルチを張り、地温を上昇させておきます。

多角種１ヵ所に2～3本植えがよいでしょう。1本
植えはどんどん生育して大きくなり茎も
太くなりますが、莢も同じように早く硬く
なってしまいます。最近は1穴5～6株の
密植栽培も増えています。

元肥は目安として10㎡当たり成分量で、チッソ、リン酸、カリをそれ
ぞれ100～150gを施用します（「ヘルシエ」はチッソ成分量を通常
の2割程度）。オクラは吸肥力が強く、元肥が多いと草勢が強くなり
すぎ、イボ果や曲がり果が発生しやすくなるので注意します。

莢の断面

丸莢種 五角種 多角種

3 4 5 6 7 8 9 10

アフリカ原産のため高温性で、１０℃以下では生育が停止してしまい
寒さに弱い作物です。直根性で吸肥力が強いため、耕土が深く排水
のよい肥沃な土壌が適しています。過湿に弱く生育不良をおこしやす
くなります。
オクラは栄養も豊富で、ビタミンやカルシウムが多く含まれています。
莢を切った時のネバネバは、ペクチンと呼ばれる成分で消化を助けて、
胃があれるのを防ぐ効果があります。

（ヘルシエなど） （グリーンソードなど） クリムソン・
スパインレスなど
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